
       

茅野市教育委員会事務局（こども部）プレスリリース  

令和 8 年（2026 年）7 月 3 日 

 
 

近年の教育現場における生成 AI の急速な普及と利活用から、学校現場での安全かつ効果的に対応

するために、文科省のガイドラインを参考に茅野市におけるガイドラインの策定をしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 運用開始日 

 令和８年 7 月１日 

 

２ 策定ガイドライン 

  「茅野市 学校での生成 AI 利活用に関するガイドライン（令和８年７月版）」 

 

3 策定の背景と基本理念 

・ 教育現場における生成 AI の安全かつ効果的な活用を推進するため本ガイドラインを策定。 

・ AI の出力結果はあくまで参考とし、最終的な判断と責任は人間が持つという「人間中心の原

則」を大前提とする。 

・ AI を遠ざけるのではなく、これからの社会を生きる子どもたちの情報活用能力や問題解決能

力を育むための「有用な道具（ツール）」として位置付ける。 

 

4 安全な環境と推奨 AI ツールの指定 

・ 教育現場で安全に利用できるよう、セキュリティやライセンス要件を満たした特定の AI ツー

ルを指定 

・ 児童生徒・教職員ともに利用可能なツールとして「Gemini」および「Notebook LM」を、教

職員専用のツールとして「Copilot」を推奨し、年齢制限や規約を遵守した適正な利用環境を

整備。 

 

5 教職員の働き方改革と児童生徒の学びへの活用 

・ 教職員は、授業準備や各種文書のたたき台作成などの校務に AI を積極的に活用し、業務効

率化と教育の質向上を図っていく（働き方改革への寄与） 

・ 児童生徒においては、個人情報保護や著作権のルールを守り、ハルシネーション（偽情報）を

見抜くファクトチェックを指導した上で、アイディア出しや思考を深めるための壁打ち相手とし

て活用していく。 

（問合せ先） 

担 当 こども部学校教育課 渡辺、山﨑 

電 話  0266-72-2101 (内線 605) 

メール ictkyoiku@city.chino.lg.jp 

学校における生成 AI 利活用に関するガイドライン 
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